
公
党
を
貶
め
る
フ
ェ
イ
ク
言
い
放
ち
八
代
氏
は
ま

お
と
し

だ
番
組
に
い
る

髙
橋
貞
雄

憲
法
の
第
九
条
恥
と
せ
ず
流
布
し
て
行
こ
う
地
の

果
て
ま
で
に

池
永

孝

和
歌
一
首
つ
く
る
に
仏
像
一
体
を
造
る
気
持
ち
と

西
行
の
言
へ
り

川
上
憲
一

電
車
の
席
ス
マ
ホ
片
手
の
女
性
あ
り
主
寝
て
て
も
画

像
は
動
く

月
岡
秀
夫

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
呼
び
か
け
街
に
立
つ
幼
児
寄
り
来

て
募
金
差
し
出
す

佐
々
木
有
馬

７
２
１
ペ
ー
ジ
の
ハ
ン
グ
ル
本
を
訳
し
終
え
娘
と
共
に

ワ
イ
ン
を
飲
む

松
田
皓
平

子
ど
も
食
堂
へ
は
じ
ら
い
浮
か
べ
入
り
来
る
の
っ
ぽ

だ
け
れ
ど
ま
だ
中
学
生

福
谷
美
智
子

眺
む
れ
ば
歩
み
し
日
々
の
浮
か
び
来
て
君
娘
孫
三
つ

の
笑
顔

鈴
木
晋
司

蟻
一
匹
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
山
越
え
む
近
道
あ
れ
ど
落
ち

て
は
登
る

田
中
康
之

ニ
ン
月
へ
ワ
ク
チ
ン
予
約
三
回
目
卓
の
文
旦
一
つ
転

が
る

瓜
生
野

う
り

う

の

雪
下
の
大
根
掘
り
出
し
お
で
ん
炊
き
今
夜
の
会
議

は
新
年
パ
ー
テ
ィ

正
重
哲
美

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
重
ね
て
思
い
出
す
焼
夷
弾
受
け
血

流
し
し
父

山
尾
邦
子

第222回府高退教「短歌を楽しむ会」 （22・4・11 投稿順）

蔓延防止で「会」の休みがつづき、久しぶりの顔合わせでした。ロシアのウクライナへ

の侵攻ののことは語り尽くせぬ話となりましたが、健康状態、身近に咲いている花々、食

べ物の話などでも盛り上がりました。緑がかった若い葱坊主の天ぷら、紫蘇の葉に包んだ

納豆の天ぷらは食べてみようとなりました。瓜生野というのは初投稿者の外山安隆さんの

雅号です。

大
阪
最
南
端
の
地
・
岬
町

（
人
口
約
１
万
５
０
０
人
）

で
は
、
２
０
１
５
年
の
「
戦

争
法
」
反
対
の
た
た
か
い
に

参
加
し
た
人
た
ち
を
中
心
に

「
戦
争
や
め
て
！

岬
町
れ

ん
ら
く
会
」
が
結
成
さ
れ
、

今
日
に
至
る
約
７
年
間
、
ゆ

る
や
か
な
が
ら
地
道
で
粘
り

強
く
、
平
和
・
憲
法
を
守
る

と
り
く
み
を
続
け
て
い
ま

す
。
と
り
く
み
は
、
毎
月
の

「
み
ん
な
が
主
人
公
」
の
会

議
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
、「
９

の
日
宣
伝
」
を
位
置
づ
け
た

月
１
回
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

次回第２２３回は５月９日(月)２時から教育会館ななめ向かいのガットネロで行い

ます。歌稿は、５月２日（月)までに、下記宛ハガキ・ＦＡＸ・メールなどでお送り下

さい。

583-0024 藤井寺市藤井寺２丁目６－１７ 山尾邦子〒

tel・fax 072-954-8524 携帯 090-9167-3031 mail kunchan925@outlook.jp

平
和
・
憲
法
守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す

「
戦
争
や
め
て
！

岬
町
れ
ん
ら
く
会
」

加
門
憲
文
（
久
米
田
）

な
ど
ア
ピ
ー
ル
活
動
、
署
名

活
動
、
学
習
会
な
ど
を
展
開

し
、
岬
町
の
平
和
・
憲
法
運

動
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

２
月

日
の
ロ
シ
ア
・
プ

24

ー
チ
ン
政
権
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
は
、
「
れ
ん
ら
く

会
」
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も

衝
撃
で
し
た
。
「
侵
略
の
手

を
抑
え
る
た
め
に
、
な
に
か

で
き
な
い
か
？
」
と
の
思
い

は
、
誰
し
も
共
通
で
し
た
。

３
月
５
日
の
定
例
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
話
し
合
い
、
定
例
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
予
定
し
て

い
た
３
月

日
を
待
た
ず

19

に
、
３
月
９
日
に
ス
ー
パ
ー

「
オ
ー
ク
ワ
」
前
で
宣
伝
行

動
と
、
参
加
者
に
よ
る
ス
ピ

ー
チ
を
行
な
い
ま
し
た
。
参

加
者
の
中
に
は
、
小
学
生
の

お
孫
さ
ん
が
作
成
し
た
プ
ラ

ス
タ
ー
を
掲
げ
る
人
も
。
買

い
物
客
の
大
き
な
関
心
を
引

き
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
「
憲
法
改
悪

に
反
対
す
る
新
署
名
」
の
運

動
を
広
げ
る
目
的
で
２
月
中

旬
に
決
定
し
、
準
備
を
す
す

め
て
い
た
３
月

日
の
「
憲

21

法
学
習
会
」
は
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
開
始
に
よ

っ
て
、
い
っ
そ
う
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
お

り
し
も
、
安
倍
元
首
相
や
「
維

新
の
会
」
松
井
一
郎
代
表
ら

に
よ
る
、「
９
条
無
力
」
論
、

「
核
兵
器
共
有
」
論
な
ど
、

ま
さ
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
、
国

民
を
「
戦
争
す
る
国
」
へ
と

誘
導
し
よ
う
と
い
う
悪
宣
伝

が
噴
出
。
「
れ
ん
ら
く
会
」

メ
ン
バ
ー
は
、
「
こ
の
学
習

会
は
、
ど
う
し
て
も
成
功
さ

せ
な
く
て
は
」
と
意
思
統
一

し
、
前
日
ま
で
「
学
習
会
」

へ
の
お
誘
い
に
駆
け
回
り
ま

し
た
。

「
つ
な
ご
う
！

平
和
の

バ
ト
ン
（
憲
法
９
条
）
、
止

め
よ
う
、
戦
争
へ
の
道
『
春

の
学
習
会
』
」
と
題
し
た
学

習
会
に
は
、

人
が
参
加
。

31

用
意
し
た
会
場
は
ほ
ぼ
満
席

の
盛
況
。
「
学
習
会
」
は
２

部
構
成
で
、
前
半
は
大
阪
憲

法
会
議
副
幹
事
長
の
山
田
憲

司
さ
ん
に
よ
る
講
演
。
後
半

で
は
、
地
元
の
池
田
嘉
子
さ

ん
（

歳
）
か
ら
戦
争
体
験

86

を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
加
者
の
感
想
や

決
意
を
含
め
て
交
流
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
反
対
し
、

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
意
思

統
一
を
行
な
い
ま
し
た
。

回
府
高
退
教
総
会
と

32

周
年
記
念
行
事
の
ご
案
内

30

コ
ロ
ナ
感
染
の
為
、
総
会
は
２
年
間
、
議
案

書
配
付
の
み
の
総
会
と
な
り
、
や
む
な
し
と
は

い
え
、
府
高
退
教
の
活
動
に
と
っ
て
も
大
き
な

損
出
で
し
た
。

今
年
度
こ
そ
、
幹
事
一
同
、
一
堂
に
会
し
た

総
会
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

総
会５

月

日
（
日
）

時
～

時

29

13

15

府
教
育
会
館
２
Ｆ
「
コ
ス
モ
ス
」

周
年
記
念
行
事

30
５
月

日
（
日
）

時

分
～

時

29

15

30

17

府
教
育
会
館
２
Ｆ
「
コ
ス
モ
ス
」

作
品
展
示
（
展
示
鑑
賞
は
午
前
中
も
可
）
と

松
野
迅
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

※
議
案
書
送
付
は
５
月

日
（
金
）
を
予
定
し

12

て
い
ま
す
。
総
会
、
及
び
記
念
行
事
の
出
席
確

認
は
同
封
の
返
信
用
は
が
き
で
行
な
い
ま
す
。

HP 府高退教 http://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
ー
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信



ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
心
が
痛
く
、
痛
く
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
こ
れ
に
便
乗
し
て
核

共
有
や
憲
法
改
悪
を
迫
る
動
き

に
怒
り
を
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
難
病
と
た
た
か
っ

て
お
ら
れ
る
Ｙ
さ
ん
か
ら
長
文

の
便
り
と
憲
法
署
名
が
届
き
ま

し
た
。
便
り
に
は
「…

残
り
の

人
生
を
自
分
と
ま
わ
り
の
人
た

ち
の
た
め
に
な
る
よ
う
生
き
て

い
き
た
い
」
と
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
私
の
小
学
校
時
代
の

恩
師
は
「
今
こ
そ
憲
法
９
条
を

守
ら
な
け
れ
ば
」
と
、
後
援
会

員
宅
を
訪
問
、
対
話
し
、
後
援

会
ニ
ュ
ー
ス
に
同
封
し
て
い
た

憲
法
署
名
を
集
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
か
つ
て
満
蒙
開
拓

青
少
年
義
勇
軍

に
参
加
し
て
い

た
92
歳
の
Ｔ
さ
ん
は
「
戦
争
体

験
者
の
一
人
と
し
て
戦
争
の
悲

惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る

の
は
私
の
責
務
」
と
、
『
Ｔ
通

信
』
を
つ
く
り
100
人
近
く
に
送

り
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
を
励
ま
し
、

平
和
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち

に
も
で
き
る
こ
と
は
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。

野
菜
作
り
を
始
め
て
も
う
20

年
を
超
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
制

約
の
も
と
で
も
菜
園
は
の
ど
か

で
昔
の
ま
ま
だ
。
特
に
今
年
は
、

国
の
制
度
で
電
柵
を
設
置
し
て

数
年
来
の
猪
被
害
か
ら
解
放
さ

れ
た
か
ら
明
る
く
希
望
に
あ
ふ

れ
て
い
る
。

野
菜
作
り
の
大
き
な
よ
ろ
こ

び
は
旬
を
味
わ
え
る
こ
と
だ
。

最
初
の
経
験
は
掘
り
あ
げ
た
里

芋
の
見
事
さ
に
感
動
し
、
自
慢

た
ら
た
ら
持
ち
帰
っ
た
里
芋
を

煮
っ
こ
ろ
が
し
に
し
て
食
し
た

時
だ
。
口
に
ひ
ろ
が
る
あ
の
ね
っ

と
り
感
、
柔
ら
か
さ
、
ほ
の
か

な
甘
さ
、
里
芋
と
は
こ
ん
な
に

美
味
い
も
の
か
と
心
底
思
っ
た
。

以
後
、
居
酒
屋
で
煮
っ
こ
ろ
が

し
を
注
文
す
る
こ
と
は
な
く

な
っ
た
。

３
年
目
の
黒
豆
枝
豆
の
濃

厚
さ
も
衝
撃
だ
っ
た
。
こ
う

し
た
旬
の
感
動
を
吹
聴
し
て

い
る
と
、
我
も
我
も
と
共
感

が
広
が
り
、
「
芋
煮
会
・
菜

園
訪
問
」
が
始
ま
っ
た
。

春
キ
ャ
ベ
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
塩
ゆ
で
、
孫
が
歓
声
を

上
げ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
玉
蜀
黍

の
甘
さ
、
白
瓜
の
浅
漬
け
、
秋

茄
子
、
焚
火
の
焼
き
芋
、
日
の

菜
・
高
菜
・
白
菜
の
漬
物
・
・
・

旬
の
よ
ろ
こ
び
は
四
季
折
々
枚

挙
に
い
と
ま
な
い
が
、
こ
の
春
、

新
た
な
作
物
が
加
わ
っ
た
。
連

山
氏
か
ら
も
ら
っ
た
八
尾
の
若

牛
蒡
だ
。
教
示
通
り
に
秋
に
播

種
、
年
末
に
軸
葉
を
刈
り
取
っ

て
お
く
と
新
芽
が
春
の
歩
み
と

と
も
に
急
速
に
成
長
し
、
今
収

穫
の
真
っ
盛
り
だ
。
我
が
家
で

は
短
い
根
と
長
い
軸
を
サ
ッ
と

炒
め
て
揚
げ
と
一
緒
に
煮
て
食

べ
る

〝
若
牛
蒡
の
炊
い
た
ん
〟
が
定

番
だ
が
、
あ
の
特
有
の
香
り
と

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
、
ほ
の
か
な

苦
み
は
ま
さ
に
旬
の
極
み
だ
。

食
卓
の
賑
わ
い
だ
け
で
な
く
、

初
め
て
若
牛
蒡
を
食
し
た
60
年

近
く
前
の
新
任
当
時
の
こ
と
ま

で
甘
酸
っ
ぱ
く
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
た
。

府高退教通信 NO.252 2022年４月15日

【
５
月
】

５
月
２
日

(

月)

13:

30

謡
を
楽
し
む
会

茶
臼
山
画
廊

５
月
９
日(

月)

14:

00

短
歌
を
楽
し
む
会
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

５
月
20
日(

金)

12:

00

憲
法
宣
伝

上
六
交
差
点

５
月
20
日(

金)

14:

00

第
324
回

府
高
退
教
幹
事
会

「
カ
ト
レ
ア
」

幹
事
会
終
了
後
府
高
退
教
30
周

年
記
念
式
典
第
５
回
実
行
委
員

５
月
25
日
（
水
）
30
周
年
記
念
第

32
回
大
退
教
総
会
10
時
30
分
～

12
時
た
か
つ
８
Ｆ
30
周
年
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
式
典
）
12
時

30
分
～
14
時
た
か
つ
８
Ｆ

５
月
29
日

(

日)

13:

00

第
32
回
府

高
退
教
総
会
「
コ
ス
モ
ス
」

５
月
29
日

(

日)

15:

30

府
高
退
教

30
周
年
記
念
式
典
「
コ
ス
モ
ス
」

HPP 府高退教 htttp://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/

当

面

の

日

程

え
っ
！

な
ん
や
て
、
年

金
引
下
げ
？
！

少
し
は

生
活
実
態
を
見
ろ
、
５
０

０
０
円
！

バ
カ
に
す
る

な
。１

月
21
日
、
厚
生
労
働

省
は
、
22
年
度
の
年
金
支

給
額
を
、
０
・
４
％
引
き

下
げ
る
と
発
表
し
た
。
物

価
上
昇
率
は
△
０
・
２
％
、

賃
金
上
昇
率
は
△
０
・
４

％
で
、
昨
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
た
「
新
年
金
改
定
ル
ー

ル
」
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス
幅

の
大
き
い
賃
金
上
昇
率
に

合
わ
せ
た
と
い
う
。
16
年

12
月
に
強
行
可
決
さ
れ
た

「
年
金
制
度
改
革
関
連
法
」

（
い
わ
ゆ
る
「
年
金
カ
ッ

ト
法
」
、
昨
年
４
月
実
施
）

の
改
悪
ル
ー
ル
に
よ
る
。

更
に
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
「
調
整
」
と

い
う
名
の
年
金
引
下
げ
を

翌
年
度
以
降
に
繰
り
越
す
。

「
未
調
整
」
分
の
キ
ャ
リ
ー

オ
ー
バ
ー
が
後
日
実
施
、

際
限
の
な
い
年
金
引
下
げ

の
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
て
い

る
。全

日
本
年
金
者
組
合
は

「
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
高

齢
者
に
厳
し
い
生
活
を
強

い
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ

と
で
は
な
い
。
年
金
引
き

下
げ
の
決
定
を
撤
回
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制

度
の
構
築
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
」
と
同
日
、

抗
議
声
明
を
発
表
し
て
い

る
。ス

タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
「
懐
か
し
い
」
言

葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
４
月
か
ら
は
物
価
が
一

斉
に
高
騰
。
実
質
賃
金
は

低
迷
し
た
ま
ま
。
医
療
・

介
護
の
保
険
料
な
ど
の
引

き
上
げ
、
10
月
か
ら
は
後

期
高
齢
者
医
療
の
負
担
増

予
定
な
ど
高
齢
者
の
生
活

は
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
生
活
実
態
を
無
視
し

て
年
金
減
額
を
決
定
し
た

岸
田
政
権
に
は
怒
り
を
禁

じ
得
ま
せ
ん
。

退教春の散策
≪灘・西宮の酒造家の夢の跡を巡る≫
に１０名参加

荒西克招（池田北）

４月１日、昨日の雨でチリなどが落ちて澄んだ晴天のもと、阪急神戸

線芦屋川駅に高退教のメンバー９名と参加者の友人１名の１０人がそろ

いました。高退教以外の参加者でＦさんの友人の自己紹介の後、さっそ

くヨドコウ迎賓館へむかいます。

ヨドコウ迎賓館は、櫻正宗の蔵元であった八代目山邑太左衛門の別邸

として１９２４年に建設されました。旧帝国ホテルの建築で知られるフ

ランク・ロイド・ライトが設計した建物でほぼ全体が残っている数少な

い建物として、国の重要文化財になっています。

芦屋川左岸の高台に鉄筋４階建ての洋館は、１９４７年から淀川製鋼

所の所有となり、１９８９年からヨドコウ迎賓館の名前で一般公開され

ています。当日は雛人形の展示もされていました。茶道具などの袋など

を手作りされるＴさんは人形の衣に感心されていました。窓にライトの

工夫があると寺西さんの解説を聞きながら見学します。４階のテラスか

らは南側に満開の芦屋川沿いの桜並木が見下ろせ、その先の大阪湾から

泉州の山、西側は六甲の山並みが一望できます。ここだけで大満足との

声も上がっていました。

芦屋川駅にもどり、一駅、電車に乗って夙川へ。ここも川沿いの桜が

見事でした。カトリック夙川教会に立ち寄り、川沿いに御前浜まで下り、

一度も使用されなかった西宮砲台を

見て昼食。

あらためて１０人の自己紹介を聞

き、白鹿記念酒造博物館へ。宮水が

六代目山邑太左衛門によって発見さ

れた経緯などの薀蓄を聞きながら、

今津灯台、今津小学校旧校舎「六角

堂」を見て、ほぼ予定通り３時過ぎ、

解散となりました。

許
せ
な
い
年
金
引
き
下
げ

辻

清
孝
（
泉
南
）

山岸 稔 （桜塚定）

憲
法
署
名
こ
そ
平
和
へ
の
道

田
中
康
之
（
美
原
）

菜
園
通
信

旬
の
よ
ろ
こ
び

八
尾
の
若
牛
蒡

広
瀬

晃
（
布
施
定
）


